
算数オンライン塾 7月 23日の問題解説 
 

（１）右図のように切れて、立体 V

は底面を四角形 EFQP、高さが

3cm の四角すいになるので、 

15×３÷３＝15cm２が、四角形

EFQP の面積です。 

 

（答え）15cm２ 

 

（２）四角形 EFQP は台形になる

ので、PE＋FQ は 

15×２÷３＝10cm 

BP：PE＝１：３ですから、 

８÷（１＋３）×３＝6cmPE にな

るので、 

10－６＝4cm 

（答え）４cm 

 

（３）右図のように切れます。 

R は平面 ADEB 上にあり、 

AD＝8ｃｍ、ＰＥ＝６cm ですから、 

三角形 ADR と三角形 PRE の相似によ

り AR：RE＝８：６＝４：３ 

S は平面 ADFC 上にあり、FQ＝４cm

ですから、三角形 ADS と三角形 SQF 

の相似により 

AS：SF＝８：４＝２：１ 

したがって三角形 ARS は三角形 AEF 

の
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になるので、斜線部は 
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三角形 AEF：切り口 T＝21：13 

 

 

（答え）21：13 


